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「３・１１」を風化させてはいけない 

２０１１年３月１１日の東日本大震災と、それに伴う福

島原発事故から６年が経つ。テレビ画面越しに見た、

あの日の光景と衝撃は忘れられない。尊い命や多く

のものが一瞬にして奪われた。被災者はどのような思

いでこれまで暮らしてきたのだろうか。復興の進捗状

況もほとんど伝わってこない。復興をめぐって、対立や

格差が生まれ、人と人とのつながりが失われている、と

いう。それが被災地からの人口流出やコミュニティの

解体をもたらしているようだ。 

人々から家も仕事も故郷も奪った福島原発事故。

未だに収束の見通しは立たない。放射能汚染水は漏

れ続けている。放射性廃棄物は処理できないままだ。

事故現場は作業員約７０００人が被曝しながら支えて

いる。子どもの甲状腺がん患者は１８５人に達した。

様々な健康被害も出ている。避難者は今も９万人に

及ぶ。避難している子どもたちへのいじめも頻発。こ

のままだと、避難者へのバッシングがさらに強まる。偏

見が差別言動となって現れてくる。災害に遭い、さら

に人災に遭うことがあってはならない。  

 

避難者への帰還圧力を強める政府・福島県 

放射能の被害を逃れるため、避難した人たちに対

する帰還圧力が高まっている。政府や福島県は避難

指示区域外から避難している自主避難者に対する住

宅の無償提供を３月末で打ち切る。原発事故・震災で

故郷を失い、再び住む家を奪われる。避難者は「帰

還」か「定住」かの選択を迫られる。冷酷極まりない仕

打ちだ。人権侵害ではないか。 

国や福島県は、避難指示区域外は放射線量も低く、

「避難する状況にない」と暴言。避難者を早く消し去り、

原発事故

はなかった

ことにしよう

とする。政

府はインド

な ど へ の

原発輸出

のために、帰還を促し、「事故が起きても大丈夫」とし

たいのだ。 

政府は東京電力の救済と原発の延命のために、国

民に電気代を通して費用を負担させる。高速増殖原

型炉「もんじゅ」は廃炉としたが、核燃料サイクルは実

現をめざすという。原発回帰の政策が続けば、未来の

世代にさらに大きなツケが回ってしまう。 

 

原発回帰が続けば未来の世代に大きなツケ 

原発が動かなくても電力は足りている。大津地裁は

高浜３、４号機の運転を差し止める仮処分を出した。ド

イツは福島事故後、老朽原発を停止。残る原発も２２

年までに廃炉にすることを決めた。ベルギーとスイスも

全廃する。日本からの原発輸出が予定されていたベト

ナムは計画を撤回した。台湾は脱原発法を制定した。

米国ニューヨーク近郊の原子炉は閉鎖される。 

政府や電力会社は原発事故の検証を行い、責任

を明らかにすべきだ。世間は原発事故の真相は究明

されていないのに、原発事故への関心を失い、ほとん

ど忘れてしまっている。メディアがあまり報道しないこと

もあって、事故は風化している。 

原発事故は終わっていないのだ。阪神大震災、東

日本大震災、熊本地震と続く日本列島。決して他人

事ではない。フクシマを忘れてはいけない。 

２０１７年３月１日 
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「依存症」問題への理解を深めた記念講演 

  昨年９月開催の第８回「差別と人権」研究集会につ

いての総括会議が２月３日、田原本青垣生涯学習セ

ンターであっ

た（＝写真）。

集会実行委

員会加盟の

関係市町村

の代表や、本法人理事が出席。研究集会を振り返り、

その成果と課題を整理した。 

植村照子・実行委員長があいさつ。研究集会への

感謝の意を述べ、次回開催に向けた総括討議を呼び

かけた。香川明英・事務局長が研究集会の参加状況、

記念講演、第１・第２分散会、全体会での討議などに

ついて報告。また、収支決算、当日実施したアンケー

トの結果を報告した。 

記念講演は「依存症は回復できる。奈良から全国

へ発信１１年」をテーマに矢澤祐史・(社)ＧＡＲＤＥＮ理

事長に話をしてもらった。「依存症」問題については、

第４回研究集会の分散会でも報告を受け、議論して

いる。今回、改めて「依存症」とは何か。なぜ「依存症」

になるのか、を理解し、「依存症」は回復できるというこ

との認識を深めることができた。 

第１分散会のテーマ「子どもの貧困にこだわり、地

域の社会資源と結びつけて支援のあり方を探ろう」は、

「子ども食堂」の動きが各市町村で始まっていることか

ら、何が課題なのかが見え、関心が高かった。地域で

の立ち上げの様子なども語られ、取り組みが徐々に

進んでいることが分かった。 

また、支援の関係づくりの困難さや、個人情報の取

り扱いを巡っての情報共有の難しさを感じていること

や、教育現場では、これまで子どもや親を個々に支え

て対応してきたが、「子どもの貧困」問題については、

「貧困」という概念がなく、実践もないため、ピンとこな

い現実があることから、スクールソーシャルワーカーの

役割の大切さや課題が報告され、議論できた。 

第２分散会では、県断酒連合会の新井和彦・会長

が「アルコール健康障害対策推進基本計画」、ワンネ

スグループの三宅隆之・副代表が「県内自助組織に

よる依存症回復支援」について提起。それを受けて、

体験者４人が自らの心の葛藤や挫折経験を語り、参

加者から質問や「共感」が語られ、意見交換できた。

総括内容は次回「研究集会」に繋げたいと集約した。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

韓国の大河小説である『智異山（チリサン）』（李炳

注＝イビョンジュ・東方出版）と『太白山脈（テベクサン

メク）』（趙廷来＝チョジョネ・集英社）を読む学習会が

１２月１７日、大阪であった。学習会は１月９日付「大阪

日日新聞」に取り上げられた（＝写真）。 

植民地支配の抵抗と解放後の韓国民衆を描いた

両作品はパル

チザン闘争が

共通のテーマ。

韓国民主主義

の分水嶺とさ

れる８７年民主

化闘争以降、両作品は多くの人に読み継がれ、韓国

ではベストセラーとなっている。日本人に朝鮮との関

係を問いかける作品でもある。 

学習会のパネラーは、吉野喜政さん（元毎日新聞ソ

ウル特派員）、伸俊雨さん（文学研究者）、松田暢裕さ

ん（「智異山」翻訳者）。司会は川瀬俊治さん（ジャー

ナリスト）。吉野さんは、ソウル特派員時代の経験や、

現在の韓国での「政治腐敗と抗議デモ」に触れて、話

をした。伸さんは二つの作品を比較し、紹介。松田さ

んは著者の足跡を紹介し、作品に描かれた思想的な

背景を話した。それぞれの話は興味深かった。 

この２作品は韓国・朝鮮の「この時代」と向き合い、

この時代を生きた人たちと出会うためにも、じっくり読

んでみたい「大河小説」である。 

「差別と人権」研を総括 

「智異山」「太白山脈」を学習 
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３１年続く野宿者への声掛け活動 

大阪・釜ヶ崎にある「子どもの里」（写真）が取り組む

「子ども夜回り」に１月２８日、参加した。「子ども夜回

り」は１９８３年

に横浜・山下

公園で起きた

「路上生活者

が少年らに襲

撃され死亡し

た事件」をきっかけに始まる。現在、３１年目という。毎

年、１月中旬から３月初めの土曜日に実施している。 

昨年１１月３日、奈良で開いた講演会に「子どもの

里」代表の荘保共子さんに来てもらった。そのとき伺っ

た話がきっかけで、この日、喜多学志さん・廣田英行

さん（ひまわり）、宇陀直紀さん（奈良人材育成協会・

引きこもり、不登校支援者）と参加した。 

 

リヤカーに毛布、カイロ、おにぎりを積んで 

事前の「学習会」が午後８時から始まった。この日は

「釜ヶ崎のおじさんはどこからきたか」がテーマ。１９６０

年代、７０年代と現在の姿をパネルや写真で紹介しな

がら、街が変わっていく様子（人々の生活や仕事）と、

「家族が周辺に追いやられ、単身者のまちへ」「高齢

化が進んでいる」ことなどが話された。「えっとう・よまわ

りガイドブック キリスト教協友会」が資料として配られ

る。参加者は小学１年生から高校生までの子どもたち

１０数人、スタッフ８人、大学生と教員７人、個人やグ

ループ参加１５人。ＮＨＫの取材チームも同行した。 

午後９時過ぎから、釜ヶ崎２グループ（Ａ＝センター

周辺・シェルター、Ｂ＝山王・恵美須町）、日本橋・な

んば・心斎橋・本町、天王寺などのチームに分かれて

夜回りに出た。リヤカーに毛布、カイロ、おにぎり、み

そ汁などを積み込み、出発した。 

私と喜多さんは釜ヶ崎Ａチームに。三角公園、あい

りんセンター、ジャンジャン横丁、通天閣、新世界市

場、阪堺線恵美須町駅（ちんちん電車）を回った。 

三角公園で３人、センター周辺で２０人ほどが野宿

していた。シェルター（宿泊可能な施設・無料）ができ

たことや、高齢化の進行、仕事の減少などで、野宿者

が減っている、と学習会で聞いた。 

 

「おっちゃんが心配やから参加したい」 

子どもたちやスタッフは一人一人に声を掛けていく。

「おっちゃん、寒ない？ どこか痛いとこないか？ み

そ汁とおにぎりあるで！」。

絶妙の声掛けに驚かさ

れる。小学１年生のＳ君

はＮＨＫの取材チームの

インタビューにも動じな

い。「いつもは無理やけ

ど、おっちゃんが心配や

から夜回りに参加したい。元気になってほしい」。 

野宿者の中には野宿の準備もなく、センターの柱

にもたれて腰を下ろす人もいる。渡したみそ汁とおに

ぎりを口にし、「おいしいわ」。毛布やカイロなどととも

に、「病気や生活のことで相談のある人たちへ」と書か

れたチラシを渡す。チラシには、医療センターや労働

福祉センターの利用案内や、炊き出し、シェルターの

利用方法なども紹介している。 

 

各チームが出会った野宿者は１４１人 

話好きの人もいる。昔話や、「トランプ大統領への不

安」を口にする人も。時事ネタ通で、情報は新聞やラ

ジオから、とのこと。最後に回った恵美須町駅構内に

は、終電も終わり、１０人ほどが野宿していた。 

 子どもの里に戻り、各自、感想を書く。そのあと、「報

告会」。この日、出会った野宿者は１４１人。シェルタ

ーを利用した人は３１１人と報告された。 

これまで何度か「越冬の支援」などで参加したことが

ある。だが、子どもたちとの夜回りは初めてだった。今

回、子どもたちをはじめ、多くの人たちと出会えた。感

謝です。次回２月２５日にも参加しようと思う。 

子どもの里の夜回りに参加 
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「ひまわりの家」が呼びかけ 

社会福祉法人「ひまわりの家」は１月１９日、三宅町

のあざさ苑で映画「真

白の恋」上映会を催し

た。近隣の障害者施

設・事業所にも呼びか

け、多くのメンバーや

職員で会場はいっぱい

となった。ひまわりの渡

辺哲久さんに続き、坂本欣弘・監督があいさつした。 

 この映画は２０１６年の「第４回なら国際映画祭」で上

映され、来場の観客から最多得票を獲得した作品に

贈られる「観客賞」を受賞している。 

物語は、富山の海辺の町氷見を舞台に、家族と暮

らす主人公・渋谷真白。父の営む自転車店の店番を

したり、犬の世話しながら毎日元気に過ごす。彼女に

は、軽度の「知的障害」がある。ある日、兄の結婚式が

行われる神社で、東京からやってきたカメラマンの油

井景一と出会う。少しの間、カメラを預けられた彼女は、

うっかりシャッターを切ってしまう。その時に偶然撮ら

れた写真に、油井は不思議な魅力を覚える。それをき

っかけに二人の縁が広がり、真白は生まれて初めて

の恋心を抱くようになる。 

話の筋立てもよく、真白の心の揺れや葛藤、家族

や取り巻く人たちの「戸惑いや動揺」などが、町中のさ

りげない景色や冬の立山、雪に覆われた海岸などの

印象的な映像に溶け込む。いつの間にか、「はらはら、

ドキドキ」しながら、映画に見入っていた。 

上映後は、監督を交え、メンバーからの感想などが

述べられ、「さわやかな」笑顔が広がった。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

みんな笑顔☆子どもの居場所 映画会 

■映画「さとにきたらええやん」 

３月１９日（日）午前９：３０開場・１０：００開演、川西

文化会館コスモスホール 

日雇い労働者の町、釜ヶ崎に

ある「子どもの里」の活動を追っ

たドキュメント映画。１００分。 

■映画「みんなの学校」 

３月１９日（日）午後１２：３０開

場・１３：００開演、川西文化会館

コスモスホール 

「地域に開かれた学校」、大阪

市立大空小学校（住吉区）。特別

支援対象の子どもたちも多く、す

べての子どもたちが同じ教室で

学ぶ。１０６分。迫川さんによるト

ークショーも。無料。入場整理券

が必要。主催は川西町・川西町ＬＤ研究会。問い合わ

せは０７４３-２０-００３５ (ＬＤ研究会・松村)。 

編集後記  ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

「ポスト真実（post-truth）」の時代だという。英国

のＥＵ離脱と米大統領選を反映し、時代を最もよ

く表す言葉とされる。真実や事実よりも個人の感

情や信念が重視される米英の政治文化や風潮を

表現する。要するに「デマ」や「虚偽」情報による

感情的な訴えかけの方が世論形成に大きく影響

する状況を意味する。日本でも多用される。「駆け

付け警護」で問題の南スーダン。「戦闘」を「衝突」

と言い換える。「沖縄の基地負担軽減」と称して

「辺野古新基地」を建設する。消費増税再延期で

の「約束」違反を「新しい判断」と言う、などだ。真

実や言葉を軽視する政治は危険な結果を招く。 

ニュースレター「人権なら」 
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映画「真白の恋」を上映 


